
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３月４日、東日本大震災からの確かな復

興を支援するための組織として、「会津大

学復興支援センター」が発足しました。 

本センターは、将来の事業化を目指す

先端 ICT 研究と、その推進に必要な環境

の提供、ICT 人材の育成を柱とした事業を

展開することにより、産業振興、雇用の創

出、復興の進展を図ることを目的としてい

ます。 

さらに、「県民の安全・安心の向上」「原

子力災害からの復興」「風評被害の克服」

等については、福島県特有の課題として

重点的に対応していきます。 

福島県の更なる復興に向けて 

「会津大学復興支援センター」が発足 
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▲記者発表を行う角山学長（中央）ら関係者 

 

 復興支援センターの発足に当たり事務局執務室入口に看板が掲

げられました。題字は角山学長の書によるものです。 

 

◆ 会津大学復興支援センターが行う事業概要 

○ 先端 ICT 研究による新たな産業の創出 

○ ICT を利活用した地域産業振興を担う企業の集積と支援、 

雇用の創出 

 ○ ICT 人材の育成と集積 

 ○ 県民健康調査等に対する ICT の観点からの全面的支援 

 ○ 教育・研究活動を通じた復興への支援と学生の参加 

 ○ 国際性を活かした復興支援活動  

今後、本センターは、大学や自治体、企業等からなる新たな産学連携組織「会津産学コンソーシア

ム」を立ち上げ、市場ニーズの段階から活発な意見交換を行いながら、事業化を目指した共同研究等

を進めていきます。また、その活動の中核施設となる「会津大学先端 ICT ラボ」の整備にも取り組んで

いきます。 

本学では、一昨年の震災発生直後から被災者支援、復興支援に関する様々な取組みを行ってまい

りましたが、新組織の設立により、短期大学部を含め、全学体制で福島県の復興支援をさらに推進し

ていきます。 

▲角山学長と岩瀬復興支援センター

長（右） 


